
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県 

地域医療構想 

二次医療圏毎の推計作業 

 

 

○○地域必要病床数 

高度急性期 

急性期 

慢性期 

回復期 

政府調査会推計に対する厚生労働省コメント 

・政府調査会が公表した推計値は地域医療構想策定ガイドラインで示した計算方法を一定の仮説を置いて機械的に計算した参考値。 

・医療提供体制は、地域医療構想で県が算定する必要病床数と病床機能報告で報告される病床数を比較しながら自主的な取組や医療機関同士の協議が進められることとなる。 

 

資料４ 

 

地域医療構想 策定の背景と方向性 
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内閣官房専門調査会による推計(H27.6.15 公表) 

国立がん研究センターがん対策情報センター石川ベンジャミン光一氏資料 

 

 

参考 

在宅医療等 

男性  

女性 

※療養病床の入院従慮率について、都道府県が一定の幅で縮小する目標を設定 

Ａ：全県を最小県並、Ｂ：最大県を全国中央値並、Ｃ：一定の地域は目標値を 2030 に延長 

山形県は、Ａ、Ｂともに同推計値（Ｃの対象とはならない） 


